
 

 

 

 

 

 

 

 

☆大阪信愛女学院小学校図書館☆ 

 

かしだしは１月２０日（木） 

からはじめます。 
 

 ちしきの本（水色ラベル）  

 まどしたの本（黄色ラベル） 

 

『ともだちになったフランシスコとオオカミ』  

（192 まどした） 

どんな生きものも、みんなかみさまがおつくりにな

ったもの。むかし、イタリアの小さな町でおんとう

にあったお話。 

 

『ねずみのいえのおきゃくさま』 

えぎりえいいち作（199 まどした） 

 

『アフガニスタン 山の学校の子どもたち』  

長倉洋海編（292 ちしきの本） 

アフガニスタン北部、パンシール峡

谷。長い戦争が終わり、山間の小さ

な学校にまた子どもたちの姿がも

どってきた。 

 

『町のけんきゅう』  

岡本信也・岡本靖子文・絵,伊藤秀男絵（361 まどした） 

世界一のけんきゅう者になるために 

 

『雄太昆虫記 ぼくのアシナガバチ研究

所日記』  

中川雄太著（486 ちしきの本） 

一人の少年がつづった観察絵日記から

生まれた本  

 

『春の主役 桜』 ゆのきようこ文（479 ちしきの本） 

南から北まで、お気に入りの桜を見つけに行きませ

んか。 

 

『赤ちゃんのはなし』  

マリー・ホール・エッツ文（495 ちしきの本） 

 

『和菓子の絵本』  

平野恵理子作（596 えほん） 

材料や道具、作り方、歴史まで紹介す

る楽しい絵本。和菓子っておいしい！ 

 

『土のコレクション』  栗田宏一作（613 まどした） 

土なんてどれも同じ、だれもがそう思っているかも

しれない。でも、みんな同じじゃないんだ。 

 

『日本の材木 杉』 ゆのきようこ文（653 まどした） 

杉といえば花粉症だけではないのです。ふしぎな杉

の旅へごしょうたい！ 

 

『日本の風景 松』  

ゆのきようこ文（653 まどした） 

 

『ことばのこばこ』  

和田誠作（807 ちしきの本） 

 

『森を育てる生きものたち』 

谷本雄治文（653 まどした） 

葉っぱを食べる虫がいる。木の実を食

べるけものがいる。それでも、森がか

れることはない。どうしてだろう。 

 

『山のごちそう どんぐりの木』  

ゆのきようこ文（657 まどした） 

里山をささえた木たち。好きな木が

もっと大好きになる！ 

 

『子どものためのバレエ用語』  

堀口朝子著（769 ちしきの本） 

写真でわかるバレエのことば 

 

『楽しくはじめる児童英検シルバー』 

『楽しくはじめる児童英検ブロンズ』 

 旺文社児童英検プロジェクト編（830 ちしきの本） 

 

 

 日本のものがたり（赤色ラベル）  

 

『一期一会 信じるキモチ。』   

粟生こずえ文アオ 

 

『魔法の庭のものがたり⑧ 夢みるポプ

リと三人の魔女』 あんびるやすこ作アン 

もうじきクリスマス。ジャレットたちがつくるステ

キなプレゼントとは！？  

 

『すみれちゃんのあついなつ』 石井睦美作イシ 

おしゃまで おしゃれな すみれちゃんが二年生に。 

 



『おさるはおさる』 いとうひろし作イト 

みんなもおさるなのかもしれないよ。よ

ーく、みてごらん。おしりにしっぽがは

えてるかもよ。 

 

『クリーニングやさんのふしぎなカレン

ダー』 伊藤充子作イト 

並み木クリーニング店にきた、８人のへ

んなお客。クリーニングやさんは、一年

じゅう大いそがしです。 

 

『もういちど宙へ』  岩貞るみこ作イワ 

尾びれを失ったイルカに人口の尾びれ

を。そしてジャンプを！ 

 

『聖徳太子は名探偵』  

楠木誠一郎作クス 

 

『吹きぬけの青い空』 志津谷元子作シズ 

主人公の５年生の真を中心に、古いマンションに住

む４家族が、立ちのきをせまられながらも、それぞ

れの立場、考えをぶつけ合い心の交流をえがく。 

 

『紳士とオバケ氏』 たかどのほうこ作タカ 

古い家にひとりでくらしているはずなの

に、真夜中にはもうひとり・・・ 

 

『美乃里の夏』 藤巻吏絵作フジ 

おなじ名前をもつ男の子との、ふしぎな出会いと、

そして別れ。より深くやさしく、人を知ること、愛

することをおぼえはじめた 10歳の夏。 

 

『なぞなぞのすきな女の子』 松岡享子作マツ 

なぞなぞあそびの大好きな女の子とはらぺこオオカ

ミ。女の子をたべようとしたところ、なぞなぞをだ

されてオオカミは大弱り。 

『チームあかり』 吉野万理子作ヨシ 

チームシリーズ４作目。迷えるミチル

に、大地や純、広海も協力しながら市

大会へ向っていく物語。 

 

 外国のものがたり（緑色ラベル）  

 

『とらとおじいさん』 アルビン・トレセルト文トレ 

とらはおりからだして、たすけてくれた、おじいさ

んをたべようとします。とらさん！たべるまえに、

だれかにわしをたべるのがむちゃかどうかきいてみ

たいんだが。 

 

  え ほ ん（○ラベル）   

 

『トイレの神様』   

植村花菜文・とりごえまり絵 

誰もが嫌がるトイレ掃除。おばあちゃん

の魔法の言葉で、トイレ掃除が大好きに

なった。 

 

『ココロのヒカリ』 谷川俊太郎文・元永定正絵 

悲しいときには ほのかなヒカリ。楽しいときには 

きらめくヒカリ。見えないココロが見えてくる。 

 

『海と灯台の本』  

Ｖ．マヤコフスキー文・Ｂ．ポクロフスキー絵 

 

『まゆとおに』 富安陽子文・降矢なな絵 

 

『ＺＯＯＭ』 イシュトバン・バンニャイ作 

 

『絵本おとうと②』 松本春野文・絵 

今日から一年生。はじめて学校へいく日。 

 

『ねこのなまえ』 いとうひろし作 

「おじょうさん、ぼくになまえをつけ

てください。」なまえ？どうやってつ

けたらいいの？ 

 

『ねずみさんのおかいもの』 多田ヒロシ作  

おかあさんからおかいものをたのまれた ねずみの

子どもたち。さあ、なにをかいにいくのかな。 

 

『はるにあえたよ』 原京子作・はたこうしろう絵 

ふたごのこぐま。まだ そとにでたことがありません。

はじめてのはるにワクワク。 

 

『にゃんこおうじ』 いもとようこ作絵 

わがままほうだいのにゃんこ王子。

でもひとり流れついた島では、だ

れもいうことをきいてくれません。 

 

『せんりゅうのえほん』 西本鶏介編文・斎藤隆夫絵 

 

『いろはにほへと』 今江祥智文・長谷川義史絵 

 

『ラポラポラ』 ふくだゆきひろ写真・文 

森を自由にとびまわる妖精「ラポラポラ」

アイヌ語で「はばたく」という意味。 

 

『せかいでいちばんつよい国』 デビッド・マッキー作 

せかいじゅうの人びとを幸せにするために、せかい

じゅうを征服したある大統領のおはなし 

 

『だいこん だんめん れんこん ざんねん』 加古里子作 

 

『おへんじください』 山脇恭作・小田桐昭絵 

おてがみ、だしたことある？おへんじ、

もらったことある？おへんじって、どう

やらとってもいいものみたいなんだ。 

 

 


